
米軍普天間基地は、無条件撤去しかない
４月１８日に開かれた鹿児島県徳之島で開かれた「米軍基地移設

反対集会」には、島民の約６割にあたる１万５千人が参加しました。

東京で言えば７２０万人が参加したことになります。それだけ怒りが

満ち満ちているといえます。普天間の苦しみは全国どこへ移しても

同じだということがいよいよ明らかになっているのではないでしょうか。

それが徳之島島民の意思として示された意義は大変大きいです。

徳之島は戦後８年間、米軍占領下におかれていた

徳之島には、かつて旧日本陸軍の飛行場があり、特攻隊の中継

基地になっていました。戦後８年間にわたって米軍占領下におかれ

ていました。「そこに殴り込み部隊の訓練場をつくるということになれ

ば、政治的立場を超えて怒りが起こるのは当然」です。２５日に沖縄で１０万人の参加を目標に県民大会（会場・

読谷村運動広場）が開かれます。いよいよ沖縄と本土が連帯して、無条件撤去を求め、たたかいを強めていくとき

です。

志位委員長、ルース米大使と会談
志位和夫党委員長は２１日、ジョン・Ｖ・ルース駐日米大使と在日米大使館で会談し、核兵器問題と日米関係に

ついての日本共産党の立場を伝え、意見を交換しました（詳細は書けませんのでポイントのみ記します）。

ＮＰＴ再検討会議の成功を・・・（志位氏）この会議が「核兵器のない世界」にむけて新たな一歩を踏み出す会議

として成功するために、唯一の被爆国の政党として最大限の努力をはかりたい。

（ルース大使）米国政府と日本共産党との間では、核兵器問題で見解やアプロ－チの違いがあるが、オバマ大

統領が目標にしている核兵器廃絶では意見が一致している。

普天間基地・・・（志位氏）沖縄県議会は全会一致で決議、県内４１市町村長すべてが「県内移設反対」を表明、

名護市新市長は「海でも陸でも新基地反対」と明言。４月２５日には大規模県民大会が予定されている。沖縄の

情勢は、決して後戻りすることはない限界点をこえている。徳之島集会でも明らかなようにもはや、沖縄県内はもと

より、 日本国内のどこにも「地元合意」が

得られる場所はないと考えています。普

天間基地の解決の唯一の道は、移設条

件なしの撤去しかありません。これが私た

ちの主張だということをお伝えしたい。

（大使の意見は、次号で紹介します）
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我が家の庭にかわいいお客様
隣家に、若いご夫婦が３人の可愛いお娘（こ）さんととも

に引っ越してこられました。日曜日ともなると可愛い話し声

がひびき、我が家の庭まで散歩にきてくれます。私たち老夫

婦は、うれしさと懐かしさでいっぱいになります。

うれしさの内容は２つあります。１つは、もちろん年齢１

桁のお子さんがいっきに３人もいる躍動感、そしてもう１つ

は若いご夫婦が新規就農者だということです。

私も農家育ちですが、業を覚えないでしまい、親ができな

くなった今、１からの新規就農者（？）になる予定…です。

沖縄県宜野湾市普天間基地


